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背　　景
　2000年以降、数年に１つの割合で、新たな感染症が発生しています。新興感染症による人的・経済的被害を最小限に留
めるためには、発生後、即座に検査法を開発し、感染予防を行うことが求められています。

概要・特徴
　固体ナノポアとAIを用いて、1個単位でウイルスを検出・
識別できます。検査対象となるウイルスに応じた検査法を
即座に作ることができます。

技術内容
　固体ナノポアは、微細加工技術で作られたシリコン基板上
の貫通孔です。ナノポアを電解質溶液で満たすと、イオン電
流が流れます。
　ウイルスがナノポアを通過するとき、ウイルスに固有のイオ
ン電流ー時間波形が、ナノポアから得られます。この波形を
機械学習することで、ナノポアを通過しているウイルスを1個
単位で高精度で識別することができます。
　このウイルス検査プラットフォームをAIナノポアを言います。
AIナノポアは、計測チップ、計測装置、クライアントソフト、
サーバソフトから構成され、製品化されています。
　患者から採取した唾液をAIナノポアで検査することで、新型コロナウイルスを5分間の検査時間で、感度95％、特異度
92％で検査できます。また、新型コロナウイルスの変異型も同様に、高感度・高特異度で検査することができます。

社会への影響・期待される効果
　AIナノポアは、ナノポアの直径を検出対象に応じて変えることで、ウイルスだけでなく、細菌や菌糸などの微生物
や、タンパク質やＤＮＡなどの生体分子を計測することができます。また、既存の免疫反応とAIナノポアを組合わせ
ることで、既存検査システムの検出限界を超えることができます。さらに、学習データの種類や、直径の異なるナノ
ポアを用いることで、多種検査も可能になります。
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超高感度ナノポアウイルスセンサ
Ultra-sensitive nanopore virus sensor
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